









































































































⑤ 粉白粉コーラルNo.2(オ リリー社の Fi･
nishingpowder)
⑥ アイラッシュ (捷毛)
⑦ 黒色の眉墨
⑧ 合成樹脂製義眼 (日本義眼研究所製)
wR44S(二重晩 右側,紅彩は標準色)
⑨ 連結装置
5.製作に際して苦労した点
1)印象採得
① 概形印象採得
② 印象材料の選択
③ 最終印象採得
2)校合採得 .
① 基礎床の維持安定
② 左右側の非対称による錯視
③ 中心位の確定
3)補綴物の重量と維持
4)眼球および顔面補綴物と義歯との連結
5)機能回復の質と量
(食物摂取,阻噴時下,発音談話等)
6)外観の回復
① 顔面欠損補綴物の形態,色調
② 眼球,捷毛等の埋入,付着
③ 左右非対称の回復
7)患者の期待に対する報い方.
とくに顔面補綴物と,顎補綴物 (上顎)との連
結には強力なマグネットを用いて吸着するよう
に設計した.
6.結果
外観および,機能はかなり回復できて,患者の
要求はほぼ満たされた.
